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株式会社共立精工

ࣾは、導体࿐光装置、ӷথ࿐光装置、基൫実装装置、
光ֶ等精密部品の加工をͬߦており、平成 25 ݄̎に最新
Ӷの̑࣠制御複合加工機を導入した。この設備により同̑࣌
࣠・ଟ面加工を実現したことは、製品の精度や品࣭の向上͕
ਤΒれた͕、自༝ۂઢ（方向や͕ۂり具合を自༝に調整でき
るۂઢ）͕ଟ 、͘複雑ͳ形状を持ͭ製品の測定をい͔に速め
る͔、この՝はڝ合するଞࣾとのࠩ異性のポイントにͳͬて
いた。

ैདྷは、タッチプローブとい͏センサー͕被検査物に接触
れੇ法を測定する「接触型̏次元測定機」͕用いΒれた。

し͔し、自༝ۂ面をଟؚ͘Μͩ複雑ͳ形状の被検査物を測
定するには、大量の測定を取ಘしͳけれͳΒͣ、ؒ࣌
をଟ ཁ͘するとい͏難͕͋ͬた。·た、被検査物の形状によͬ
てはタッチプローブを被検査物に接触させること͕できͣ、測
定不能とͳるՕ所͕生͡たため、精度ධ価͕ͳされͳいこと
͋ͬた。

この՝のղܾには、非接触̏次元測定͕͋る。レーβや
カメラ等により、被検査物に接触することͳ Ґ͘置・形状を測
定し、大ͳ܈データを高速に取ಘする測定技術による測
定法で͋る。ࣾではຊ事業により「非接触̏次元画૾測定機」
を導入し、複雑形状部品の精度検ূと検査にཁするؒ࣌の短
縮をਤり、ڝ合ଞࣾでは受注ࠔ難ͳ高難易度加工部品の受注
֫ಘを目ࢦすこととした。

1. 実施した経緯 2. 実施した内容

非接触̏次元画૾測定システムは、接触せͣに被検査物表
面の̏次元࠲ඪをデータ化するので、その方式は大き͘ 受
動型と能動型にྨされる。

受動型は、対象とͳる物体に対して、計測のิॿとͳる光
や電波等を照ࣹすることͳ͘ 計測する方式で͋る。装置͕簡易
で、設置͕容易ͳの͕特で͋る。レンズয法、ステレオ
法ͳͲの測定法͕͋る。

一方、能動型は対象物に対してԿΒ͔のエネルギー（光、
電波、Ի波等）を照ࣹし、対象物͔Βࣹしฦͬて͘ るエネ
ルギー量を計測し、画૾を測定する方式で͋る。受動型にൺ
ղ能力は高い͕計測装置は高価で͋り、計測ؒ࣌と計ࢉ
、をଟ͘ඞཁとする。光レーダ法、アクティブステレオ法ؒ࣌
照度ࠩステレオ法、モアレ法ͳͲの測定法͕͋る。

͕ࣾຊ事業により導入したのは、受動型計測ステレオ法
による画૾測定装置で͋る。ࠨӈ̎ͭのカメラを利用して、ࡾ
֯測量の原理で計測を͏ߦので͋る。

非接触̏次元画૾測定システムに、͋Β͔͡め被検査物の
設計（CAD データ）を取り入れ、画૾測定した̏ 次元デー
タとൺֱ検査し、設計と測定のࠩ異をந出。大きͳࠩ異
の͋るՕ所のみを接触型̏次元測定機により࠶測定し、検査
の確実性を高めること͕できるととに、接触型̏次元測定機
での測定Օ所を極端にগͳ͘ すること͕Մ能とͳり、検査ؒ࣌
をඈ༂的に短縮すること͕できた。·た、複雑形状部品にお

Ռ
被検査物の測定に加え、立体形
状物の３次元データをCADシ
ステムに変換することもできるた
め、図面のない立体形状物の復
元や図面化が可能になった。

Ңܦ
平成 25年２月に導入した５軸制
御複合加工機の有用性を高め、
他社との差異性を図るために、
非接触３次元画像測定システム
を導入することとした。

༰ࢪ࣮
５軸制御複合加工機による複雑形状部品につい
て、非接触３次元画像測定システムを活用し、
精度検証と検査時間の短縮を実現。同時に、
操作のエキスパートを１名養成し、複数での検
査体制に備えてレクチャーを実施。
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3. 取り組みの成果

4. 今後の取り組み

導入した画૾測定装置は、形状検査やੇ法測定を͏ߦ΄͔、
非接触̏次元測定システムによる試作品・モデル等のスキϟニ
ング、̏次元 CAD（コンピュータにより設計を͏ߦシステム）
により、CAM（CAD で作成した形状データを入力し製品製
造を͏ߦシステム）データを作成し、マシニングセンターとの
データ࿈ܞ、被検査物のコピーを製作することͳͲの使用方
法͕͋る。例え、ਤ面をฆࣦした立体形状物の෮元やਤ面
化ͳͲજ在的ͳधཁへの対応このシステムを活用することで
Մ能とͳる。

ࣾでは東ژ、໊ 古、ਆ戸ͳͲࠃ内の֤市で開࠵される
技術లに̒ ճʗ΄Ͳ出లしている。非接触̏次元測定システ
ムを活用し、作製したフィギュアやୄম用金型のల示には、興

ࣾはこれ·で、導体製造装置やӷথ製造装置の部品加
工をओ力としてきた͕、ޙࠓは成͕ݟ込·れるߤ空機・医
療器のを新たͳபにਾえたいとߟえている。

空機産業は͕ߤ 、҆͘定的ͳ受注͕ݟ込めるため、
ࣾでは東ຊ大ࡂҎ߱、ੵ極的ͳӦ業活動をͬߦてきた。

空機産業͔Βの受注に対応するためには、̑࣠制御複合ߤ
加工機と非接触̏次元測定システムは͔ܽせͳい設備とߟえ
ており、これΒを保有していることはࢀ入機ձをಘる上で強み
とͳͬた。世界的に૿加をଓける高ྸ化と新興ࠃのਓ口૿加
は、医療機器のधཁ拡大͕༧測されている。ࣾ「いΘて
医療機器事業化研究ձ」等へࢀ加し、市場ࢀ入のՄ能性や
機ձの調査や検౼をͬߦてきた。その中で、医療機器はଟ品
छগ量の業界で͋り、͕ࣾ目ࢦす方向と一கしている。医
療機器に組み込·れる部品は、これ·でҎ上の品࣭保ূ体制
めΒれる。非接触̏次元測定システムにより品࣭保ূ体ٻ͕
制を強化し、ࢀ入をਤͬていきたい。ࣾは、バイオ関࿈機
器の試作に実͕͋り、高·るニーズに対応す ଘ取ط͘、
Ҿ先との取Ҿを拡大させるととに、新٬֫ސنಘ目ࢦして
いきたい。

いて、接触型̏次元測定機ではプローブを接触させること͕で
きͣ、測定不能ͩͬたՕ所、このシステムでは測定Մ能とͳ
り、検査ؒ࣌の短縮効Ռに加え、品࣭保ূ体制の高度化ਤ
れるよ͏ にͳͬた。

システム導入と同࣌に、検査体制を整えるためਓ材ҭ成を
た。メーカーよりトレーニングを受けたエキスパート̍ͬߦ ໊
をཆ成し、面はこの໊̍により、品࣭保ূ՝の検査һにૢ
作方法のレクチϟーを実ࢪしている。ޙࠓ、҆定した受注の
確保͕Մ能とͳͬた場合は、品࣭保ূ՝の検査һによるエキ
スパートの複体制を構築する༧定で͋る。

ຯを示してをࢭめるདྷ場者ଟ 、͘商ஊのき͔ͬけͮ り͘に
している。·た、先進技術を取り入れている企業で͋るとݙߩ
い͏イメージを持ͬていたͩ͘ で導入効Ռを実ײしている。

さらなる高速・高精度化に対応するために
導入した５軸制御立型複合加工機。 ５軸制御立型複合加工機による切削加工の様子。

３次元測定により立体物をデータ化。
あらゆる形状の部品加工にも対応できる。

今回の事業で導入した非接触３次元測定システム。

株式会社共立精工の代表取締役、鹿討康弘さん（左）と、経営企画室長の
高橋真澄さん（右）。

各種精密機械部品の加工（切削から表面処理、
塗装、アッセンブリーまで内製化）、金型治具用部
品の製造

産業機械
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